
１　�運転免許保有者数及び運転免許試験の実施状況
⑴�運転免許保有者数
　　令和３年末現在の運転免許保有者数は，前年
と比べて約９万人（0.1％）減少して約8,190万人

となった。このうち，男性は約14万人（0.3％）
減少して約4,446万人，女性は約４万人（0.1％）
増加して約3,744万人となり，その構成率は男性
54.3％，女性45.7％となった（第1-5表）。

　また，年齢層別の運転免許保有者数では，65歳
以上の高齢者が約20万人（1.0％）増加した（第
1-38図）。

　運転免許の種類別保有者数は，第一種中型免許
（８トン限定中型免許を含む。）保有者が約5,852
万人で全体の71.5％を占めた（第1-6表）。

安全運転の確保第３節

▶第1-5表 運転免許保有者数の推移
（各年12月末現在）

年
保有者数 対前年増減率 人口に対する割合

全体 人員 構成率 全体 男性 女性 全体 男性 女性男性 女性 男性 女性
千人 千人 千人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

平成29年 82,255 45,134 37,121 54.9 45.1 0.1 －0.3 0.5 74.8 85.0 65.3
　30 82,315 44,995 37,320 54.7 45.3 0.1 －0.3 0.5 74.9 84.8 65.7

令和元年 82,158 44,779 37,380 54.5 45.5 －0.2 －0.5 0.2 74.8 84.4 65.8
　２ 81,990 44,597 37,393 54.4 45.6 －0.2 －0.4 0.0 74.8 84.3 66.0
　３ 81,896 44,460 37,436 54.3 45.7 －0.1 －0.3 0.1 74.7 84.0 66.0

注　１　警察庁資料による。
　　２　人口に対する割合（％）は，16歳以上の人口に対する運転免許保有者数の割合（％）である。
　　３　�算出に用いた人口は，該当年の人口であり，総務省統計資料「人口推計」（各年10月１日現在人口（補間補正を行っていないもの。ただし，国勢調査実

施年は国勢調査人口による。））による。
　　４　単位未満は四捨五入しているため，内訳の合計が全体と一致しないことがある。

（各年12月末現在）

免許種別 令和２年 令和３年
全体 構成率 全体 うち男性 うち女性 構成率

第
二
種
免
許

千人 ％ 千人 千人 千人 ％
大型 848 1.0 825 810 15 1.0
中型 784 1.0 741 700 41 1.0
普通 56 0.1 66 58 9 0.0
大特 2 0.0 2 2 0 0.0
けん引 1 0.0 1 1 0 0.0
小計 1,690 2.1 1,634 1,570 65 2.0

第
一
種
免
許

大型 4,159 5.1 4,124 3,981 143 5.0
中型 59,549 72.6 58,520 29,977 28,543 71.5
準中型 11,187 13.6 11,126 5,669 5,456 13.6
普通 4,290 5.2 5,447 2,824 2,623 6.5
大特 2 0.0 2 1 0 0.0
大自二 20 0.0 19 15 4 0.0
普自二 133 0.2 131 94 37 0.1
小特 18 0.0 15 6 9 0.0
原付 942 1.1 878 322 556 1.1
小計 80,300 97.9 80,261 42,890 37,371 98.0

合計 81,990 100.0 81,896 44,460 37,436 100.0
注　１　警察庁資料による。
　　２　２種類以上の運転免許を受けている者については，運転免許の種類欄の上位の運転免許の種類によって計上した。
　　３　旧法普通免許は中型免許又は準中型免許に計上した。
　　４　単位未満は四捨五入しているため，合計（小計）が内訳と一致しないことがある。

▶第1-6表 種類別運転免許保有者数
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　障害者の運転免許については，運転できる車両
に限定の条件が付されているものが延べ24万
4,987件，補聴器使用の条件が付されているもの
が延べ４万6,882件となった。
　なお，令和３年中の国外運転免許証の交付件数
は６万7,460件で，前年に比べ１万5,408件（18.6％）
減少した。また，外国等の行政庁等の運転免許を
有する者については，一定の条件の下に運転免許
試験のうち技能試験及び学科試験を免除すること
とされており，３年の当該免除に係る我が国の運
転免許の件数は４万3,333件に上り，増減率で0.5％
増となった。

⑵�運転免許試験の実施状況
ア�　運転免許試験の概況

　令和３年中の運転免許試験の受験者数は274万
2,833人で，前年に比べて11万1,425人（4.2％）増
加した。
　また，合格者は211万5,672人で，前年に比べて
７万678人（3.5％）増加した。このうち，第１種
免許についてみると，普通免許の受験者数は166
万306人（合格者数123万1,297人）で，前年に比
べ4.6％増加（合格者5.3％増加），大型二輪免許及
び普通二輪免許については39万1,234人（合格者
数32万9,346人）で，前年に比べ14.9％増加（合格

▶第1-38図 男女別運転免許保有者数と年齢層別保有者率（令和３年末）

注　１　人口については，令和４年総務省統計資料「年齢（各歳），男女別人口及び人口性比－総人口，日本人人口（令和３年10月１日現在）」による。
　　２　人口の千単位は四捨五入しているので，合計の数字と内訳が一致しない場合がある。
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者11.3％増加），原付免許については16万7,814人
（合格者10万1,790人）で，前年に比べ1.1％増加（合
格者0.1％増加）した（第1-39図）。
イ　障害者等の運転免許取得
　障害や病気の症状が自動車等の運転に及ぼす影
響は様々であり，運転免許に一定の条件を付すこ
とにより補うことができる場合もあることから，
安全運転相談を通じ，運転免許の取得に係る適切
な助言を行っている。
　聴覚障害のある人のうち，補聴器を使用しても
一定の音が聞こえない人については，特定後写鏡
等の使用を条件に準中型自動車及び普通自動車を
運転することが可能であり，令和３年末現在，こ
の条件が付された準中型免許及び普通自動車免許
保有者数は1,402人である。また，大型自動二輪車，
普通自動二輪車，小型特殊自動車及び原動機付自
転車の免許については，適性試験における聴力が
廃止されている。
　なお，大型自動車，中型自動車，準中型自動車，
普通自動車及び大型特殊自動車については，補聴
器を使用して一定の音が聞こえることを条件に運
転ができるほか，平成28年４月からは，タクシー
やバス等の旅客自動車についても補聴器を使用し
て一定の音が聞こえることを条件に運転できるこ

ととなった。

２　�運転者教育等の充実
⑴�運転免許を取得しようとする者に対する教育の
充実
ア　自動車教習所における教習の充実
ア　指定自動車教習所における教習の充実

　令和３年末現在における指定自動車教習所数は
1,300か所で，これらの指定自動車教習所で技能
検定に従事している技能検定員は１万8,305人，
学科又は技能の教習に従事している教習指導員は
３万1,033人である。
　一方，令和３年中に指定自動車教習所を卒業し
た者は172万3,923人で，前年に比べ12万1,717人
（7.6％）増加し，指定自動車教習所の卒業者で
３年中に運転免許試験に合格した者の数は168万
7,080人で，全合格者（原付免許等を除く。）の
97.4％を占めた。
　都道府県公安委員会では，指定自動車教習所の
教習指導員，技能検定員等に対する定期的な講習
や研修を通じ，その資質及び能力の向上を図ると
ともに，教習及び技能検定等について定期又は随
時の検査を行い，教習内容の充実に努めたほか，
教習施設及び教習資器材等の整備等についても指

合格者
2,115,672人
（77.1）

受験者2,742,833人

61,888人（15.8）

受験者1,660,306人

受験者391,234人

受験者167,814人

1,231,297人
（74.2）

不合格者
627,161人
（22.9）

329,346人
（84.2）

429,009人
（25.8）

66,024人（39.3）

101,790人（60.7）

（万人）0

原動機付自転車

二輪車
（大型二輪車及び
普通二輪車をいう）

普通自動車

全体

50 100 150 200 250 300

▶第1-39図 運転免許試験の概況（令和３年）

注　１　警察庁資料による。
　　２　仮免許試験を除く。
　　３　（　）は構成率（％）。
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導を行った。
　また，交通状況の変化に迅速，的確に対応する
ため，常に教習内容の充実に努めている。
イ�　指定自動車教習所以外の自動車教習所にお
ける教習水準の向上

　都道府県公安委員会では，指定自動車教習所以
外の届出自動車教習所に対して必要な助言等を行
い，教習水準の維持向上を図った。
　また，特定届出自動車教習所に対しても，教習
の課程の指定を受けた教習の適正な実施等を図る
ため，指導等を行った。
イ　取得時講習の充実
　大型免許，中型免許，準中型免許，普通免許，
大型二輪免許，普通二輪免許，大型第二種免許，
中型第二種免許又は普通第二種免許を受けようと
する者は，それぞれ受けようとする免許の種別に
応じ，大型車講習，中型車講習，準中型車講習，
普通車講習，大型二輪車講習，普通二輪車講習，
大型旅客車講習，中型旅客車講習又は普通旅客車
講習のほか，応急救護処置講習の受講が義務付け
られており，これらは，運転に係る危険の予測等，
安全な運転に必要な技能及び知識，気道確保，人
工呼吸，心臓マッサージ等に関する知識について
の講習となっている。
　令和３年には，大型車講習を396人，中型車講
習を333人，準中型車講習を742人，普通車講習を
4,123人，大型二輪車講習を282人，普通二輪車講
習を1,282人，大型旅客車講習を335人，中型旅客
車講習を16人，普通旅客車講習を451人，第一種
応急救護処置講習を4,426人，第二種応急救護処
置講習を784人が受講した。
　また，原付免許を受けようとする者に対しては，
原付の運転に関する実技訓練等を内容とする原付
講習が義務付けられており，令和３年には８万
5,749人が受講した。
　都道府県公安委員会では，これらの講習の水準
が維持され，講習が適正に行われるよう，講習実
施機関に対し指導を行った。

⑵運転者に対する再教育等の充実
ア　初心運転者対策の推進

　運転免許取得後の経過年数の短い者（大部分が
若者）が死亡事故を引き起こしているケースが多
いことから，準中型免許，普通免許，大型二輪免
許，普通二輪免許又は原付免許を受けてから１年
に達する日までの間を初心運転者期間とし，この
期間中にこれらの免許を受けた者が，違反行為を
して法令で定める基準に該当することとなったと
きは，都道府県公安委員会の行う初心運転者講習
を受講できることとされている（第1-40図）。なお，
この講習を受講しなかった者及び受講後更に違反
行為をして法令で定める基準に該当することと
なった者は，初心運転者期間経過後に都道府県公
安委員会の行う再試験を受けなければならない。
　初心運転者講習は，少人数のグループで編成さ
れ，路上訓練や運転シミュレーター※を活用した
危険の予測，回避訓練を取り入れるなど実践的な
内容としている。
イ　運転者に対する各種の再教育の充実
ア　更新時講習

　運転免許証の更新を受けようとする者が受けな

※運転シミュレーター
　�　運転者の適性を判断するための模擬運転装置。

▶第1-40図 自動車等による死亡事故発生件数（第１当事者）
の免許取得後経過年数別内訳（令和３年）

注　警察庁資料による。

無免許・不明

86件（3.8％）33件（1.5％） 66件（2.9％）
46件（2.1％）
40件（1.8％）
43件（1.9％）

175件
（7.8％）

1,751件
（78.2％）

10年以上
10年未満
5年未満
4年未満
3年未満
2年未満
1年未満

合　計
2,240件
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ければならない更新時講習は，更新の機会を捉え
て定期的に教育を行うことにより，安全な運転に
必要な知識を補い，運転者の安全意識を高めるこ
とを目的としている。この講習は，受講対象者の
違反状況等に応じ，優良運転者，一般運転者，違
反運転者又は初回更新者の区分により実施してい
る。
　各講習では，視聴覚教材等を効果的に活用する
など工夫するとともに，一般運転者，違反運転者
及び初回更新者の講習では，運転適性診断を実施
し，診断結果に基づいた安全指導を行っている。
令和３年には，優良運転者講習を910万535人，一
般運転者講習を258万683人，違反運転者講習を
204万6,024人，初回更新者講習を105万1,674人が
受講した。
　さらに，更新時講習では，高齢者等受講者の態
様に応じた特別学級を編成し，受講者層の交通事
故実態等について重点的に取り上げるなど，講習
の充実を図っている。令和３年には，2,879人が
この特別学級による講習を受講した。
　また，一定の基準に適合する講習（特定任意講
習）を受講した者は，更新時講習を受講する必要
がないこととされている。特定任意講習では，地
域，職域等が共通する運転者を集め，その態様に
応じた講習を行っており，令和３年には，2,733
人が受講した。
イ　取消処分者講習
　取消処分者講習は，運転免許の取消処分等を受
けた者を対象に，その者に自らの危険性を自覚さ
せ，その特性に応じた運転の方法を助言・指導す
ることにより，これらの者の運転態度の改善を図
ろうとするものである。講習は，受講者が受けよ
うとしている免許の種類に応じ，四輪運転者用講
習と二輪運転者用講習に分かれており，運転免許
の取消処分等を受けた者が免許を再取得しようと
する際には，この講習の受講が受験資格となって

いる。講習に当たっては，運転適性検査に基づく
カウンセリング，グループ討議，自動車等の運転
や運転シミュレーターの操作に基づく指導を行う
など個別的，具体的な指導を行い，運転時の自重・
自制を促している。また，飲酒運転違反者※に対
してより効果的な教育を行うことを目的に，飲酒
行動の改善等のためのカリキュラムとして，スク
リーニングテスト（AUDIT※），ブリーフ・イン
ターベンション※等を盛り込んだ取消処分者講習
（飲酒取消講習）を全国で実施している。令和３
年中の取消処分者講習の受講者数は，２万6,805
人であり，うち飲酒取消講習の受講者数は１万
4,339人であった。
ウ　停止処分者講習

　停止処分者講習は，運転免許の効力の停止又は
保留等の処分を受けた者を対象に，その者の申出
により，その者の危険性を改善するための教育と
して行うものである。講習は，行政処分の期間に
応じて短期講習，中期講習，長期講習に区分され，
また，二輪学級，飲酒学級，速度学級等受講者の
違反状況等に応じた特別学級を編成している。受
講者は，講習終了後の考査の成績等によって，行
政処分の期間が短縮されることとなっている。講
習では，道路交通の現状，交通事故の実態に関す
る講義，自動車等の運転や運転シミュレーターの
操作に基づく指導等を行っている。令和３年中の
停止処分者講習の受講者は15万8,902人であった。
エ　違反者講習

　違反者講習は，軽微違反行為（３点以下の違反
行為）をして一定の基準（累積点数で６点になる
など）に該当することになった者に対し受講が義
務付けられているもので，受講者に対しては，運
転免許の効力の停止等の行政処分を行わないとさ
れている。
　講習を受けようとする者は，運転者の資質の向
上に資する活動の体験を含む課程又は自動車等及

※飲酒運転違反者
　�　運転免許の取消事由に係る累積点数の中に飲酒運転の法令違反が含まれている者
※AUDIT
　�　世界保健機構がスポンサーになり，数か国の研究者によって作成された「アルコール使用障害に関するスクリーニングテスト」。
面接又は質問紙により，その者が危険・有害な飲酒習慣を有するかどうかなどを判断する。
※ブリーフ・インターベンション
　�　飲酒行動等の人の特定行動に変化をもたらすことを目的とした短時間のカウンセリング。
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び運転シミュレーターを用いた運転について必要
な適性に関する調査に基づく個別的指導を含む課
程を選択することができる。運転者の資質の向上
に資する活動として，歩行者の安全通行のための
通行の補助誘導，交通安全の呼び掛け，交通安全
チラシの配布等の広報啓発等を行っている。令和
３年中の違反者講習の受講者は７万9,965人で
あった。
オ　自動車教習所における交通安全教育
　自動車教習所は，地域住民のニーズに応じ，地
域住民に対する交通安全教育を行っており，地域
における交通安全教育センターとしての役割を果
たしている。具体的には，運転免許を受けている
者を対象として，運転の経験や年齢等の区分に応
じたいわゆるペーパードライバー教育，高齢運転
者教育等の交通安全教育を行っている。こうした
教育のうち，一定の基準に適合するものについて
は，その水準の向上と免許取得者に対する普及を
図るため，都道府県公安委員会の認定を受けるこ
とができ，令和３年末現在，１万1,922件が認定
されている。
⑶�妨害運転等の悪質・危険な運転者に対する処分
者講習での再教育
　運転免許の取消処分等を受けた者を対象に，問
題行動の分析・指導方法に関する心理学的研究を
令和元年度から実施し，妨害運転等の悪質・危険
な運転者の行動改善を図ることを目的とした新た
な指導要領の作成，処分者講習への導入の検討を
行っている。
⑷二輪車安全運転対策の推進
ア　二輪免許交付時講習
　主に二輪免許を新規取得した青少年層を対象と
して，免許証が交付される間における待ち時間を
活用した二輪車の安全運転に関する講習を行って
いる。
イ　二輪運転者講習に対する協力
　警察では，各都道府県の二輪車安全運転推進委
員会が日本二輪車普及安全協会の協力を得て行っ

ている二輪車安全運転講習及び原付安全運転講習
に対し，講師として警察官等を派遣するなどの協
力を行っている。
⑸高齢運転者対策の充実
ア　高齢者講習等

　高齢者は，一般的に身体機能の低下が認められ
るが，これらの機能の変化を必ずしも自覚しない
まま運転を行うことが事故の一因となっていると
考えられる。このため，運転免許証の更新期間が
満了する日における年齢が70歳以上の高齢者に
は，更新期間が満了する日前６月以内に高齢者講
習を受講することが義務付けられている。
　高齢者講習※は，受講者に実際に自動車等の運
転をしてもらうことや運転適性検査器材を用いた
検査を行うことにより，運転に必要な適性に関す
る調査を行い，受講者に自らの身体的な機能の変
化を自覚してもらうとともに，その結果に基づい
て助言・指導を行うことを内容としており，この
講習を受講した者は，更新時講習を受講する必要
がないこととされている。令和３年中の高齢者講
習の受講者は337万6,680人であった。
　また，運転免許証の更新期間が満了する日にお
ける年齢が75歳以上の者については，運転免許証
の更新期間が満了する日前６月以内に，認知機能
検査を受けなければならないこととされている
が，検査の結果，認知症のおそれがある又は認知
機能が低下しているおそれがあると判定された者
に対する高齢者講習は，ドライブレコーダー等で
録画された受講者の運転状況の映像を用いた個人
指導を含む３時間の講習とされており，このほか
の者に対する高齢者講習は２時間の講習とされて
いる。令和３年中の認知機能検査の受検者は208
万6,706人であった。
　一定の違反行為をした75歳以上の運転者につい
ては，臨時認知機能検査を受けなければならない
こととされており，その結果が直近において受け
た認知機能検査の結果と比較して悪くなっている
者等については，臨時高齢者講習を受けなければ

※ 高齢者講習
　�　令和２年６月に第201回国会において成立した道路交通法の一部を改正する法律（令２法42）の改正項目のうち，高齢運転者対策
等が施行される令和４年５月13日以降は，認知機能検査の結果に関わらず，実車指導を含む２時間の講習又は実車指導を含まない１
時間の講習とされる。
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ならないこととされている。令和３年中の臨時認
知機能検査の受検者は17万5,017人，臨時高齢者
講習の受講者は１万3,708人であった。
　その他，超高齢化社会の更なる進展等に伴い，
高齢運転者の増加が見込まれる中，認知機能検査
や高齢者講習の受検・受講までの待ち期間の改善
が課題となっている地域があることを踏まえ，こ
れまで多くが自動車教習所に委託されてきた認知
機能検査及び高齢者講習の警察による直接実施や
運用の弾力化，相談対応の強化等，その適切かつ
円滑な実施を確保するための取組を推進している。
　また，更新時の認知機能検査又は臨時認知機能
検査の結果，認知症のおそれがあると判定された
者については，その者の違反状況にかかわらず，
医師の診断を要することとされている。
　なお，一定の基準に適合する講習（特定任意高
齢者講習）を受講した者は高齢者講習を受講する
必要がないこととされている。また，コースにお
ける自動車等の運転をすることにより，加齢に
伴って生ずる身体の機能の低下が自動車等の運転
に著しい影響を及ぼしているかどうかについて，
都道府県公安委員会の確認を受け，当該影響がな
い旨の確認書（チャレンジ講習受講結果確認書）の
交付を受けた者は，簡易な特定任意高齢者講習※

を受ければよいこととされていたが、この簡易な
特定任意高齢者講習については，令和４年５月12
日をもって廃止された。
イ　更新時講習における高齢者学級の編成
　更新時講習では，65歳以上70歳未満の者を対象
とした高齢者学級を編成し，高齢運転者の運転特
性や交通事故の特徴等を内容とする講習を行うよ

う努めた。
ウ　申請による運転免許の取消し等

　高齢運転者が身体機能の低下などを理由に自動
車等の運転をやめる際には，本人の申請により運
転免許を取り消し，運転免許証を返納することが
できる。
　また，運転免許証の返納又は失効後５年以内に
申請すれば，運転経歴証明書の交付を受けること
ができ，金融機関の窓口等で本人確認書類として
使用することができる。
　警察では，申請による運転免許の取消し及び運
転経歴証明書制度の周知を図るとともに，運転免
許証を返納した者への支援について，地方公共団
体を始めとする関係機関・団体等に働き掛けるな
ど，自動車の運転に不安を有する高齢者等が運転
免許証を返納しやすい環境の整備に向けた取組を
進めている。
　令和３年中の申請による運転免許の取消件数は
51万7,040件（うち75歳以上は27万8,785件）で，
運転経歴証明書の発行件数は44万4,484件（うち
75歳以上は23万4,816件）であった（第1-7表）。
エ　安全運転サポート車の普及啓発

　高齢運転者による交通事故の防止及び被害軽減
に効果が期待できる安全運転サポート車につい
て，関係機関・団体・事業所等が連携し，各種機
会において試乗会を開催するなど，官民一体と
なって普及啓発を推進した。また，普及啓発に当
たっては，その機能の限界や使用上の注意点を正
しく理解し，機能を過信せずに責任を持って安全
運転を行わなければならない旨の周知を図った。

※ 簡易な特定任意高齢者講習
　　令和４年５月12日をもって，チャレンジ講習及び簡易な特定任意高齢者講習は廃止された。

年次
区分 平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３

申請による運転免許の取消し件数（件） 423,800 421,190 601,022 552,381 517,040

うち75歳以上の者 253,937 292,089 350,428 297,452 278,785

運転経歴証明書交付件数（件） 366,696 358,740 519,188 496,556 444,484

うち75歳以上の者 213,152 244,726 295,113 260,437 234,816

▶第1-7表 申請による運転免許の取消し件数及び運転経歴証明書の交付件数の推移（平成29～令和３年）

注　警察庁資料による。
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⑹�シートベルト，チャイルドシート及びヘルメッ
トの正しい着用の徹底
　後部座席を含めた全ての座席のシートベルト，
チャイルドシート及びヘルメットの正しい着用の
徹底を図るため，関係機関・団体と連携し，各種
講習・交通安全運動等あらゆる機会を通じて，着
用効果の啓発等着用徹底キャンペーンを積極的に
行うとともに，シートベルト，チャイルドシート
及びヘルメット着用義務違反に対する街頭での交
通指導取締りを推進した。
⑺自動車安全運転センターの業務の充実
　自動車安全運転センターは，道路の交通に起因
する障害の防止及び運転免許を受けた者等の利便
の増進に資することを目的として，次のような業
務を行った。
ア　安全運転研修業務
　安全運転中央研修所では，高速周回路，中低速
周回路，模擬市街路及び基本訓練コースのほか，
スキッドパン※，モトクロス※，トライアル※コー
ス等の特殊な訓練コースを備えており，実際の道
路交通現場に対応した安全運転の実践的かつ専門
的な知識，技能についての体験的研修を行い，安
全運転教育について専門的知識を有する交通安全
指導者や高度な運転技能と知識を有する職業運転
者，安全運転についての実践的な能力を身に付け
た青少年運転者の育成を図っている。令和３年度
には，延べ３万9,235人の研修を実施した。
イ　少年交通安全研修業務
　安全運転中央研修所の附属交通公園では，幼児
及び小・中学校の児童・生徒を対象とし，歩行者
及び自転車利用者としての適正な交通の方法等に
ついて参加・体験型の交通安全研修を行い，交通
安全意識の啓発を図っている。令和３年度には，
5,863人の研修を実施した。
ウ　交通事故証明業務
　交通事故当事者等の求めに応じて，交通事故の
発生日時，場所，当事者の住所，氏名等を記載し

た交通事故証明書を交付した。
エ　経歴証明業務

　運転者の求めに応じて運転経歴に係る証明書を
交付し，運転者の利便を図った。運転経歴に係る証
明書は，企業等における安全運転管理を進める上
での有効な資料としての利用価値が高いことから，
運転経歴に係る証明書の活用効果についてのリー
フレットを配付するなど，その活用を推進した。
　また，運転経歴に係る証明書のうち，無事故・
無違反証明書又は運転記録証明書の交付申請をし
た者（過去１年以上の間，無事故・無違反で過ご
した者に限る。）に対して，証明書に加えSD
（SAFE DRIVER）カードを交付し，安全運転者で
あることを賞揚するとともに，安全運転を促した。
オ　累積点数通知業務

　交通違反等の累積点数が運転免許の停止処分又
は違反者講習を受ける直前の水準に達した者に対
して，その旨を通知し安全運転の励行を促した。
カ　調査研究業務

　故障車等牽引時の車両の最高速度に関する調査
研究等を行った。
⑻�自動車運転代行業の指導育成等
　令和３年末現在，全国で8,106業者が都道府県
公安委員会の認定を受けて営業を行っている。自
動車運転代行業に従事する従業員数は５万7,053
人，使用されている随伴用自動車の台数は１万
8,387台である。
　警察庁と国土交通省においては，平成24年３月
に「安全・安心な利用に向けた自動車運転代行業
の更なる健全化対策」を策定し，自動車運転代行
業の健全化及び利用者の利便性・安心感の向上を
図るための施策を推進した。また，国土交通省で
は，自動車運転代行業の利用者保護の一層の確保
を図るため，28年３月に「自動車運転代行業にお
ける適正な業務運営に向けた「利用者保護」に関
する諸課題への対策」を策定し，28年４月から順
次各種の施策を推進しているところである。

※スキッドパン
　�　スリップを体験するための特殊路面。
※モトクロス
　�　自然な地形や自然に類似した路面状況で行われるモーター・サイクル競技。
※トライアル
　�　自然の障害物等を適切な技術を用いて乗り越え，失点の少なさを競うモーター・サイクル競技。
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⑼�自動車運送事業等に従事する運転者に対する適
性診断の充実
　軽井沢スキーバス事故を踏まえ，雇い入れた全
ての貸切バスの運転者に適性診断（初任）の受診
を義務付けるなどにより，適性診断の充実を図っ
てきたところである。
　また，自動車運送事業等に従事する運転者が受
診する適性診断の受診環境を整えるため，適性診
断実施者への民間参入を促進しているところであ
り，令和３年度に適性診断の実施者について４社
を認定し，通算で121社を認定している。
⑽危険な運転者の早期排除
ア　運転免許の拒否及び保留
　運転免許試験に合格した者が，過去に無免許運
転等の交通違反をしたり，交通事故を起こしたり
したことがあるときは点数制度により，また，一
定の症状を呈する病気，麻薬中毒等の事由に該当
するときには点数制度によらず，免許を拒否し又
は６月を超えない範囲で免許を保留することとさ
れている。
イ　運転免許の取消し及び停止
　運転免許を受けた者が，運転免許取得後に交通
違反を犯し又は交通事故を起こしたときは点数制
度により，また，一定の症状を呈する病気，麻薬
中毒等の事由に該当することとなったときには点
数制度によらず，その者の運転免許を取り消し又
は６月を超えない範囲で運転免許の効力を停止す
る処分を行うこととされている。
　また，暴走行為を指揮した暴走族のリーダーの
ように自ら運転していないものの，運転者を唆し
て共同危険行為等重大な道路交通法違反をさせた
者に対しても，運転免許の取消し等を行っている
（第1-8表）。

３　運転免許制度の改善
　運転免許証の更新申請等に係る国民の負担軽減
の観点から，更新申請書や再交付申請書に添付す
る申請用写真の省略等，運転免許手続における簡
素合理化を推進している。
　また，障害のある運転免許取得希望者に対する
利便性の向上を図るため，受験者である障害者が
持ち込んだ車両による技能試験の実施等，障害者
等に配意した施策を推進している。

４　安全運転管理の推進
　安全運転管理者及び副安全運転管理者（以下「安
全運転管理者等」という。）に対する講習を充実
するなどにより，これらの者の資質及び安全意識
の向上を図るとともに，事業所内で交通安全教育
指針に基づいた交通安全教育が適切に行われるよ
う安全運転管理者等を指導した。
　また，安全運転管理者等による若年運転者対策
及び貨物自動車の安全対策の一層の充実を図ると
ともに，安全運転管理者等の未選任事業所の一掃
を図り，企業内の安全運転管理体制を充実強化し，
安全運転管理業務の徹底を図った。
　さらに，事業活動に関してなされた道路交通法
違反等についての使用者等への通報制度を十分活
用するとともに，使用者，安全運転管理者等によ
る下命，容認違反等については，使用者等の責任
追及を徹底し適正な運転管理を図った。
　事業活動に伴う交通事故防止を更に促進するた
め，ドライブレコーダー等，安全運転の確保に資
する車載機器等を効果的に活用した交通安全教育
や安全運転管理の手法等について周知を図った。
⑴安全運転管理者等の現況
　安全運転管理者は，道路交通法により，自動車
を５台以上使用する又は乗車定員11人以上の自動
車を１台以上使用する事業所等において選任が義

▶第1-8表 運転免許の取消し，停止件数
（令和３年，件）

取消し
停止

合計
うち初心取消 90日以上 60日 30日 計

33,759 1,088 33,464 31,313 131,163 195,940 229,699
注　１　警察庁資料による。
　　２　｢初心取消」とは，平成元年の道路交通法改正により導入された初心運転者期間制度による取消しである。
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務付けられており，また，自動車を20台以上使用
する事業所には，その台数に応じ，副安全運転管
理者を置くことが義務付けられている（第1-9表）。
　安全運転管理者等の年齢層別構成では40歳代と
50歳代が多く，職務上の地位別構成では，課長以
上が約半数を占めた（第1-10表）。
⑵�安全運転管理者等に対する講習の実施状況
　都道府県公安委員会は安全運転管理者等の資質

の向上を図るため，自動車及び道路交通に関する
法令の知識，安全運転に必要な知識，安全運転管理
に必要な知識等を内容とした講習を実施している。
　令和２年度における安全運転管理者講習は延べ
1,947回実施され，全受講対象者の71.2％に当たる
23万737人が受講し，また，副安全運転管理者講
習は延べ1,589回実施され，全受講対象者の62.7％
に当たる４万4,763人が受講した。

（各年３月末）
年 事業所 安全運転管理者 副安全運転管理者 管理下運転者数 管理下自動車台数

か所 人 人 人 台
平成29 334,995 334,995 69,087 7,410,801 4,649,141
　　30 337,632 337,632 70,916 7,500,293 4,682,261
令和元 337,721 337,721 72,223 7,612,460 4,686,318
　　２ 338,636 338,636 73,362 7,695,857 4,694,167
　　３ 339,068 339,068 74,557 7,822,339 4,714,960

注　警察庁資料による。

▶第1-9表 安全運転管理者等の年次別推移

▶第1-11表 安全運転管理者等講習の年度別実施状況
（各年度末現在）

年度
安全運転管理者 副安全運転管理者

実施回数 受講対象者
（A）

受講者数
（B）

受講率
（B）/（A） 実施回数 受講対象者

（A）
受講者数
（B）

受講率
（B）/（A）

回 人 人 ％ 回 人 人 ％
平成28 2,324 333,170 329,309 98.8 2,009 68,554 67,532 98.5
　　29 2,321 335,438 331,270 98.8 2,018 69,977 68,879 98.4
　　30 2,318 335,874 330,723 98.5 1,979 71,513 70,517 98.6
令和元 2,293 336,984 332,008 98.5 1,971 72,763 71,478 98.2
　　2 1,947 324,252 230,737 71.2 1,589 71,394 44,763 62.7

注　警察庁資料による。

（令和３年３月末）

区分
安全運転管理者 副安全運転管理者

人員（人） 構成率（％） 人員（人） 構成率（％）

年
齢
層
別

20～29歳 7,903 2.3 3,137 4.2
30～39歳 38,414 11.3 10,415 14.0
40～49歳 102,697 30.3 26,200 35.1
50～59歳 119,815 35.3 27,593 37.0
60歳以上 70,239 20.7 7,212 9.7
合　計 339,068 100.0 74,557 100.0

地
位
別

課長以上 176,345 52.0 35,652 47.8
係長 23,016 6.8 11,756 15.8
主任 25,840 7.6 8,583 11.5

使用者 58,856 17.4 1,175 1.6
その他 55,011 16.2 17,391 23.3
合　計 339,068 100.0 74,557 100.0

注　警察庁資料による。

▶第1-10表 年齢層別及び職務上の地位別安全運転管理者等数
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　なお，令和２年度における安全運転管理者等に
対する講習の受講率については，新型コロナウイ
ルスの感染状況等を踏まえ一部中止となったため
例年と比較して低くなっている（第1-11表）。
⑶�安全運転管理者協議会等に対する指導育成
　企業等における自主的な安全運転管理を推進す
るとともに，安全運転管理者等の資質の向上を図
るため，安全運転管理者等の組織への加入促進，
自主的な検討会の開催，自動車安全運転センター
安全運転中央研修所における研修の実施，無事故
無違反運動等に対する指導育成等を行った。
　都道府県ごとに組織されている安全運転管理者
協議会に対しては，安全運転管理者等研修会の開
催，事業所に対する交通安全診断等の実施を始め，
交通安全教育資料及び機関誌（紙）の発行等につ
いて積極的に指導したほか，同協議会の自主的活
動の促進を図っている。また，同協議会は，全国
交通安全運動等を推進するとともに，職域におけ
る交通安全思想の普及活動に努めた。

５　�事業用自動車の安全プラン等に基づく安全対
策の推進

　事業用自動車の交通事故については，令和３年
３月に策定した「事業用自動車総合安全プラン
2025」で掲げている，令和７年までの事業用自動
車の事故による死者数を225人以下，人身事故件数
を１万6,500件以下等の事故削減目標の達成に向
けて関係者が一丸となって各種取組を進めている。
　事故件数は減少傾向を示しており，令和２年に
おいては，事業用自動車の事故による死者数が
257人，事故件数が２万1,871件となっている。
　令和３年度は，「事業用自動車に係る総合的安
全対策検討委員会」を開催し，当該プランの達成
に向けた取組状況のフォローアップを行った。
⑴�軽井沢スキーバス事故を受けた対策
　平成28年１月に発生した軽井沢スキーバス事故
を踏まえ，二度とこのような悲惨な事故を起こさ
ないよう，同年６月３日に「軽井沢スキーバス事
故対策検討委員会」において取りまとめた85項目
に及ぶ「安全・安心な貸切バスの運行を実現する
ための総合的な対策」を着実に実施しており，こ
れらの対策については「軽井沢スキーバス事故対

策フォローアップ会議」において定期的にフォ
ローアップを行っている。
⑵�運輸安全マネジメントを通じた安全体質の確立
　平成18年10月より導入した「運輸安全マネジメ
ント制度」により，事業者が社内一丸となった安全
管理体制を構築・改善し，国がその実施状況を確
認し評価する取組を，令和３年度は374者に対し
て実施した。特に，29年７月の運輸審議会の答申を
踏まえ，令和３年度までに全ての事業者に対し運
輸安全マネジメント評価を行うとした貸切バス事
業者については，同年度において，評価が未実施で
あった229者に対して評価を行い，代表者変更に
より評価が実施できなかった１者を除く全ての貸
切バス事業者への安全管理体制の確認を完了した。
　また，令和３年度においては，令和２年７月に
策定，公表した「運輸防災マネジメント指針」を
活用し，運輸安全マネジメント評価の中で防災マ
ネジメントに関する評価を実施した。
⑶�抜本的対策による飲酒運転，迷惑運転等悪質な
法令違反の根絶

　事業用自動車の運転者による酒気帯び運転や覚
醒剤，危険ドラッグ等薬物使用運転の根絶を図る
ため，点呼時のアルコール検知器を使用した確認
の徹底や，薬物に関する正しい知識や使用禁止に
ついて，運転者に対する日常的な指導・監督を徹
底するよう，講習会や全国交通安全運動，年末年始
の輸送等安全総点検なども活用し，機会あるごと
に事業者や運行管理者等に対し指導を行っている。
　また，運送事業者に対し飲酒運転防止の徹底を
要請した。
⑷�ICT・自動運転等新技術の開発・普及推進
　自動車運送事業者における交通事故防止のため
の取組を支援する観点から，デジタル式運行記録
計等の運行管理の高度化に資する機器の導入や，
過労運転防止のための先進的な取組等に対し支援
を行っている。
　令和３年度は「運行管理高度化検討会」におい
て，実証実験を実施し，遠隔点呼や自動点呼に用
いる機器等の要件等を取りまとめた。
⑸�超高齢社会におけるユニバーサルサービス連携
強化を踏まえた事故の防止対策

　高齢者における発症率が高く自覚症状が無いま
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ま運転を続ける可能性がある緑内障等の視野障害
について，運転リスクや治療の必要性を周知する
ため，事業者が取り組むべき内容をマニュアルと
して取りまとめた。
　また，路線バス内における高齢者や車いす使用
者の負傷事故を防止するため，防止柵の紹介や自
家用自動車運転者等への呼び掛けを実施したほ
か，路線バスの運転者による車いす利用者への対
応をまとめた動画を作成した。
⑹�業態ごとの事故発生傾向，主要な要因等を踏ま
えた事故防止対策
　輸送の安全を図るため，トラック・バス・タク
シーの業態毎の特徴的な事故傾向を踏まえた事故
防止の取組について評価し，更なる事故削減に向
け，必要に応じて見直しを行う等のフォローアッ
プを実施している。
⑺�事業用自動車の事故調査委員会の提案を踏まえ
た対策
　事業用自動車事故調査委員会において，社会的
影響の大きな事業用自動車の重大事故について，
背景にある組織的・構造的問題の更なる解明を図
るなど，より高度かつ複合的な事故要因の調査分
析を行っており，令和３年度に５件，通算で50件
の報告書を公表している。
⑻�運転者の健康起因事故防止対策の推進
　報告件数が近年増加傾向にある事業用自動車の
健康起因事故を防止するため，「事業用自動車健
康起因事故対策協議会」において「自動車運送事
業者における脳血管疾患対策ガイドライン」（平
成30年２月策定）や「自動車運送事業者における
心臓疾患・大血管疾患対策ガイドライン」（令和
元年７月策定）の周知等により健康起因事故対策
を促進している。
⑼�自動車運送事業者に対するコンプライアンスの
徹底
　自動車運送事業者における関係法令等の遵守及
び適切な運行管理の徹底を図るため，悪質違反を
犯した事業者や重大事故を引き起こした事業者に
対する監査の徹底及び法令違反が疑われる事業者
に対する重点的かつ優先的な監査を実施している。
　また，平成28年11月より，事故を惹起するおそ
れの高い事業者を抽出・分析する機能を備えた「事

業用自動車総合安全情報システム」の運用を開始
した。
　さらに，貸切バスについては，軽井沢スキーバ
ス事故を受け取りまとめた総合的対策に基づき，
法令違反を早期に是正させる仕組みの導入や行政
処分を厳格化して違反を繰り返す事業者を退出さ
せるなどの措置を同年12月より実施するととも
に，平成29年８月より，民間の調査員が一般の利
用者として実際に運行する貸切バスに乗車し，休
憩時間の確保などの法令遵守状況の調査を行う
「覆面添乗調査」を実施している。
　このほか，自動車運送事業者に対する行政処分
基準については適宜見直しすることとし，令和３
年５月，運転者の健康状態の把握を適切に行わず
に，重大事故を惹起するような悪質な違反に対す
る行政処分を追加する改正を行った。
⑽�自動車運送事業安全性評価事業の促進等
　貨物自動車運送適正化事業実施機関では，貨物
自動車運送事業者について，利用者がより安全性
の高いトラック事業者を選びやすくするととも
に，事業者全体の安全性向上に資するため，平成
15年度から，事業者の安全性を正当に評価・認定
し，公表する「貨物自動車運送事業安全性評価事
業（Gマーク制度）」を実施している。令和３年
12月現在，２万8,026事業所に対して「安全性優
良事業所（Gマーク認定事業所）」の認定を行っ
ている。また，貸切バス事業者安全性評価認定実
施機関では，貸切バス事業者について，利用者や
旅行会社がより安全性の高い貸切バス事業者を選
びやすくするとともに，事業者の安全性向上に資
するため，平成23年度から，事業者の安全性を正
当に評価・認定し，公表する「貸切バス事業者安
全性評価認定（SAFETY BUS）」を実施している。
令和３年12月現在，2,071事業者に対して認定を
行っている。
⑾�安全上問題のあるバス停留所における対策
　バス停留所の安全性確保に資する取組として，
警察や道路管理者等の関係機関の協力も得なが
ら，国土交通省運輸支局ごとに開催されるバス停
留所安全性確保合同検討会でバス停留所ごとの安
全上の優先度の把握・公表及び安全対策の検討を
進めている。
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６　交通労働災害の防止等
⑴交通労働災害の防止
　全産業で発生した労働災害のうち死亡災害につ
いてみると，令和２年において，道路上の交通事
故による死亡者は，全体の死亡者数の20.4％を占
め，特に陸上貨物運送事業では事業の特性から道
路上の交通事故によるものが36.8％を占めた（第
1-12表）。
　厚生労働省では，「交通労働災害防止のための
ガイドライン」に基づき，都道府県労働局，労働
基準監督署，関係団体を通じて，自動車運転者の
睡眠時間の確保に配慮した適正な労働時間等の管
理及び走行管理の実施等の対策を積極的に推進す
るよう，関係事業者に対し周知徹底することによ
り，交通労働災害防止対策の推進を図った。
⑵�運転者の労働条件の適正化等
ア�　自動車運転者の労働条件確保のための監督
指導等

　自動車運転者の労働時間等の労働条件の確保を
図り，もって交通労働災害の防止に資するため，
自動車運転者を使用する事業場に対し，重点的な
監督指導を実施することなどにより（第1-13表），
労働基準法（昭22法49）等の関係法令及び自動車
運転者の労働時間等の改善のための基準（平元労
働省告示７）の遵守徹底を図った。また，「特定
地域における一般乗用旅客自動車運送事業の適正
化及び活性化に関する特別措置法等の一部を改正
する法律」（平25法83）の附帯決議において，「一
般乗用旅客自動車運送事業者は，歩合給と固定給
のバランスの取れた給与形態の再構築，累進歩合
制の廃止，事業に要する経費を運転者に負担させ

る慣行の見直し等賃金制度等の改善等に努める」
等とされたことを踏まえ，タクシー運転者の賃金・
労働条件の改善等については，運賃改定等の機会
を捉えて，事業者に対して働き掛けを行った。
イ　相互通報制度等の活用

　交通関係行政機関が，相互通報制度等を活用し，
連携をより一層密にすることにより，協力して自
動車運送事業者等の労務管理及び運行管理の適正
化を図った。
ウ　労務管理の推進

　自動車運転者の労働条件及び安全衛生の確保及
び改善を図るため，使用者等に対し，労働時間管
理適正化指導員により，指導・助言等を行った。

７　道路交通に関する情報の充実
⑴�危険物輸送に関する情報提供の充実等
　危険物の輸送中の事故による大規模な災害を未
然に防止するため，関係省庁の密接な連携の下に，
危険物の運送業者に対して，適正な運行計画の作
成等の運行管理の徹底，関係法令の遵守，異常・
事故発生時の応急措置を記したイエローカード
（緊急連絡カード）の携行及び容器イエローカー

年
全産業 陸上貨物運送事業

労働災害全死者数
（A）

道路上の交通事故
（B）

道路上の交通事故
の比率（B）/（A）

労働災害全死者数
（A）

道路上の交通事故
（B）

道路上の交通事故
の比率（B）/（A）

人 人 ％ 人 人 ％
 平成28年 928 218 23.5 99 57 57.6

　 29 978 202 20.7 137 57 41.6
　 30 909 175 19.3 102 47 46.1

  　 31/
令和元年 845 157 18.6 101 40 39.6

　２ 802 164 20.4 87 32 36.8
注　厚生労働省資料による。

▶第1-12表 労働災害による死者数中交通事故による死者数の占める割合の推移

▶第1-13表 自動車運転者を使用する事業場に対する監
督指導結果

（令和２年）
事項

重点対象区分
監督実施
事業場数

改善基準告示
違反事業場数

トラック業 2,780 1,563
バス業 208 85
ハイヤー・タクシー業 288 80
その他 378 154
注　厚生労働省資料による。
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ドの添付等を指導するとともに，危険物輸送に係
る事故事例を把握した際は，関係事業者団体等に
事故防止の徹底を要請し，危険物輸送上の安全確
保の徹底を図っている。
　また，危険物運搬車両の交通事故により危険物
の流出事故等が発生した場合に，安全かつ迅速に
事故の処理等を行うため，危険物災害等情報支援
システムを運用し，消防機関に対し，危険物の物
性及び応急措置等の情報提供を行っている。
⑵�国際海上コンテナの陸上輸送に係る安全対策
　国際海上コンテナの陸上運送の安全対策を充実
させるため，平成25年６月に国際海上コンテナの
陸上における安全輸送ガイドライン等を策定，令
和３年４月に一部改訂し，国土交通省が主催する
安全対策会議，地方での関係者会議を通じ，ガイ
ドライン等の浸透や関係者と連携した実効性の確
保に取り組んでいる。
⑶気象情報等の充実
　道路交通に影響を及ぼす台風，大雨，大雪，津
波等の自然現象について，的確に実況監視を行い，
適時適切な予報・警報等を発表・伝達して，事故
の防止及び被害の軽減に努めた。また，近年，集
中的・記録的な降雪が発生し，大規模な車両渋滞・
滞留を引き起こすなど，社会活動への影響が問題
となっていることを踏まえ，令和元年11月より提
供を開始した現在の積雪・降雪の分布を推定する
情報に加えて，令和３年11月より６時間後先まで
の１時間ごとの積雪・降雨の分布の予報の提供を
開始するなど，雪に関する情報の充実を図った。
ア　気象監視体制の整備
　平成27年に開始した静止気象衛星「ひまわり８
号」の運用を継続した。また，29年に「ひまわり
９号」の待機運用を開始し，２機体制を確立した。
イ　道路情報提供装置等の整備
　安全な通行を確保するため，道路の積雪状況や
路面状況等を収集し，道路利用者に提供する道路
情報提供装置等を整備した。
ウ　地震・津波監視体制の整備
　24時間体制で全国の地震活動を監視し，迅速か

つ的確な地震情報や津波警報等の発表を行うとと
もに，情報の内容や利活用について周知・広報の
取組を推進した。緊急地震速報については，迅速
な発表を行うとともに，周知・広報の取組を推進
した。
　また，関係機関や基盤的調査観測網によるデー
タを収集・処理し，そのデータを防災情報等に活
用するとともに，その処理結果を地震調査研究推
進本部地震調査委員会による地震活動評価や関係
機関の地震調査研究に資するよう提供した。
エ　火山監視体制の整備

　全国111の活火山について，火山活動の監視・
評価の結果に基づき噴火警報等及び降灰予報の的
確な発表を行った。降灰予報について，長期間活
動していない火口で噴火が発生した場合も降灰予
報を迅速に発表できるよう，システムの更新及び
体制の整備を行い，令和３年６月より運用を開始
した。また，「火山防災のために監視・観測体制
の充実等が必要な火山」として火山噴火予知連絡
会によって選定された50火山については常時観測
火山として，24時間体制で火山活動を監視すると
ともに，平常時からの火山防災協議会（都道府県，
市町村，気象台，砂防部局，自衛隊，警察，消防，
火山専門家等で構成）における避難計画の共同検
討を通じて，噴火警戒レベル（令和４年３月現在，
硫黄島を除く周辺に居住地域がある49火山で運用
中）の設定や改善を推進した。さらに，最新の火
山観測データ・活動状況を即時的に表示し，自治
体と地元気象台との双方向での情報交換を行うた
めの「火山噴火応急対策支援サイト」の活用等に
より，火山噴火後の救助・捜索活動や防災対応を
支援した。
オ　気象知識の普及等

　気象・地象・水象の知識の普及など気象情報の
利用方法等に関する講習会等の開催，広報資料の
配布等を行ったほか，防災機関の担当者を対象に
予報，警報等の伝達等に関する説明会を開催した。
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